
項 ⽬ 内 容
名称 タモギタケ、ニレタケ、タモキノコ [英]Golden oyster mushroom、

Tamogitake [学名]Pleurotus cornucopiae var. citrinopileatus

概要 タモギタケは、ニレなどの広葉樹の枯れ⽊や切り株に寄⽣するヒラタケ科のきの
こ。主に北海道で菌床栽培される。味と⾹りに優れ、⾷⽤として調理に⽤いられる
⼀⽅で、抽出物を含むサプリメントが販売されている。

法規・制度 ■⾷薬区分
・タモギタケ⼦実体︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない
成分本質 (原材料)」に該当する。

■⾷品添加物
・天然⾹料基原物質リスト

タモギタケが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・モノテルペン、セスキテルペンを含む (102) 。

分析法 ・タモギタケ中のエルゴチオネインをHPLCにより分析した報告がある (104) 。



ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

RCT︓国内
【機能性表⽰⾷品】軽度認知機能障害を含む健康な成⼈48名 (20〜80歳、試験群
25名、⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、タモギタ
ケ由来エルゴチオネイン2.5 mg×2回/⽇を12週間摂取させたところ、認知機能評価
(Cognitrax) のいずれの項⽬ (総合記憶⼒、⾔語記憶⼒、視覚記憶⼒、認知機能速
度、反応時間、総合注意⼒、認知柔軟性、処理速度、実⾏機能、ワーキングメモ
リ、持続的注意⼒、単純注意⼒、運動速度) にも影響は認められなかった
(2021042614) 。

免疫・がん・
炎症

RCT︓国内
・健康な成⼈41名 (試験群20名、平均51.25±8.80歳、⽇本) を対象とした⼆重盲
検無作為化プラセボ対照試験において、タモギタケ⼦実体⽔抽出物80 mL (β-グル
カン24 mg含有) /⽇を8週間摂取させたところ、免疫マーカー (IFN-γ) の増加が認
められた。⼀⽅、免疫マーカー (IL-5、IL-10、IL-12、IL-13、TNF-α、NK細胞活
性) に影響は認められなかった (PMID:27774430) 。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

有効性

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=27774430&dopt=Abstract
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